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第６回 札幌圏域地域医療構想調整会議・第１部 議事録（要旨）

○ 日 時 平成３０年８月３日（金） １８：３０～１９：２０

○ 場 所 ＷＥＳＴ１９ ５階講堂

○ 出席者
＜委員・出席者３１名＞
札幌市医師会 会長 松家 治道（議長）

〃 副会長 今 眞人
恵庭市医師会 会長 島田 道朗

石狩医師会 会長 立石 圭太
（代理 副会長 橋本 透）

札幌歯科医師会 会長 山田 尚
（代理 副会長 諸留 裕）

札幌薬剤師会 会長 柳瀬 義博
北海道看護協会札幌第１支部 支部長 勝見 真澄

〃 札幌第２支部 支部長 田中 いずみ
〃 札幌第３支部 支部長 高橋 由美
〃 札幌第４支部 支部長 飯野 智恵子

北海道栄養士会札幌石狩支部 支部長 小山 奈緒美
北海道歯科衛生士会札幌支部 副支部長 天道 紀子
全国健康保険協会北海道支部 業務部長 國本 要

北海道病院協会 副理事長 田中 繁道
〃 常務理事 中川 翼
〃 常務理事 徳田 禎久

北海道精神科病院協会 副会長 松原 良次
市立札幌病院 院長 関 利盛
江別市立病院 院長 富山 光広

市立千歳市民病院 院長 伊藤 昭英
ＣＯＭＬ札幌患者塾 代表 中田 ゆう子
札幌市社会福祉協議会 地域福祉部長 中路 康夫
江別市社会福祉協議会 常務理事兼事務局長 中川 雅志
札幌市 副市長 岸 光右

（代理 保健福祉局医務監 矢野 公一）
江別市 市長 三好 昇

（代理 健康福祉部次長 三上 真一郎）
千歳市 市長 山口 幸太郎

（代理 保健福祉部次長 奥谷 則世）
恵庭市 市長 原田 裕

（代理 保健センター長 南 浩之）
北広島市 市長 上野 正三

（代理 副市長 道塚 美彦）
石狩市 市長 田岡 克介

（代理 健康推進担当部長 上田 均）
当別町 町長 宮司 正毅

新篠津村 村長 石塚 隆
（代理 住民課長 吉田 光春）

＜オブザーバー・出席者１名＞
北海道医師会 事業第２課長 西村 務

＜事務局・出席者２０名＞
札幌市 保健福祉局保健所 医療政策担当部長 伊藤 智

医療政策課 課長 柴田 千賀子
医療企画係長 矢ヶ崎 和明
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医療企画係 西澤 美幸

北海道保健福祉部地域医療推進局
〃 地域医療課 課長 小川 善之

〃 主幹 櫻井 賢一郎
医務薬務課 課長 竹澤 孝夫

〃 主査 野口 栄輝
北海道石狩振興局 保健環境部長 大原 宰

〃 保健環境部保健行政室 室長 合田 英人
〃 企画総務課 課長 佐藤 英寿

〃 企画主幹 富井 敏彦
〃 専門主任 岡田 栄樹
〃 主事 島﨑 篤也

〃 保健環境部千歳地域保健室 次長 佐藤 美幸

〃 企画総務課 課長 加藤 睦弘
〃 企画主幹 川股 英嗣

健康推進課 課長 今川 洋子
〃 保健環境部社会福祉課 主幹 藤田 肇和
〃 地域政策部地域政策課 市町村係長 鈴木 広志

○ 会議内容

開 会 （事務局・石狩振興局・合田保健行政室長）

○委員紹介

・（新たな委員の参画として、）
市立札幌病院 院長 関 利盛 委員、

江別市立病院 院長 富山 光広 委員、
市立千歳市民病院 院長 伊藤 昭英 委員、
北海道病院協会 常務理事 徳田 禎久 委員、

・（各団体役員の変更に伴う委員交代として、）
北海道看護協会札幌第１支部 支部長 勝見 真澄 委員、

〃 札幌第３支部 支部長 高橋 由美 委員、
札幌市社会福祉協議会 地域福祉部長 中路 康夫 委員を紹介。

○併せて、出席状況報告及び資料の確認。

○第６回地域医療構想調整会議の内容として、

本日は、まず北海道における地域医療構想の進め方と、届出有床診療所の新設等へ
の対応について説明する。

○次に、新公立病院改革プラン等の報告について新公立病院改革プラン等の報告につ
いて、市立札幌病院、江別市立病院及び市立千歳市民病院からご説明をいただく。

○次に、札幌圏域地域医療構想推進シートの事務局案について説明する。
第2部の議事については、「非公開」とする旨、説明。

議 事

＜議事進行・松家議長＞

１ 地域医療構想の進め方について

○資料１－１「北海道における地域医療構想の進め方について」
○資料１－２「〈参考〉地域医療構想説明会資料」

＜上記資料により、北海道保健福祉部地域医療推進局地域医療課 小川課長
より説明。＞

○資料１－３「届出有床診療所に関する意見集約について」
＜上記資料により、北海道保健福祉部地域医療推進局医務薬務課 竹澤課長
より説明。＞

＜議事進行・松家議長＞

○ありがとうございました。只今の説明について、何か御質問、御意見ございま
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すでしょうか。了承していただけますでしょうか。特になければ、次に行きた

いと思います。

２ 新公立病院改革プラン等の報告について

○資料２「新公立病院改革プラン等の報告について」
・各病院プラン

＜議事進行・松家議長＞

○まず、市立札幌病院からお願いします。関委員、よろしくお願いします。

＜関委員（市立札幌病院・院長）＞

○市立札幌病院の関です。お手元の資料の２－１に基づきまして、ご説明申し上

げます。
○新公立病院改革プランの報告ですけれども、まず、当院の名称としては、「新
ステージアッププラン」というプランを、「中期経営計画」なんですけれども、
平成２７年度から今年度末までの計画としておりまして、来年度から、また、
「新たな中期経営計画」を立てようということで、今年度中に、また、色々、

策定していきます。
○現在の「新ステージアッププラン」についてご説明申し上げますけれども、内
容といたしましては、まず、当院の役割と言うことで、3点挙げております。
○１点目は、「高度な急性期病院」であるということ。2点目は、自治体病院で
すので、「政策医療を担う病院」であるということ。３点目としては、当院の
役割であります「地域医療支援病院」ということで、地域の病院の先生方をバ

ックアップするといったことが役割というふうに考えております。
○今後の取組といたしましては、上記の役割を果たすために取組を行うというこ
とで、主な取組といたしましては、
・まず1つは、「地域の医療機関との機能分化・連携」を推進するということ
でやっておりますし、
・２点目としては、「救急の受入体制の整備・充実」ということで、従来行っ

ている「３次救急プラス、３次救急以外のいわゆる２次救急」の患者さんも
受入れを開始しているところでございます。病床機能の見直しということで、
新たな病床機能を持たせた病床を運営しております。
・「高度急性期機能の充実」ということで、病院としてブラッシュアップして
るというところでございます。

○先程、申し上げましたけれども、参考といたしまして配布されている、この「新

ステージアッププラン」というのは、今年度末で終了いたしますので、来年度
からの次期中期経営計画に関しましては、今年度中に策定を行うという予定に
しております。私からは以上です。

＜議事進行・松家議長＞

○ありがとうございました。只今の市立札幌病院のプランに関する説明について、

ご意見、ご質問等ございますでしょうか。
特にございませんか。よろしいでしょうか。
では、次にですね、江別市立病院院長の富山委員の方からご説明をお願いしま
す。

＜富山委員（江別市立病院・院長）＞

○江別市立病院の富山です。よろしくお願いいたします。
○大きくみると、全体的な医務プランと同じなんですけれども、「急性期病床」
から「回復期病床」への変更ということが求められているところがありますの
で、当院でも、実は江別で自己申告でありますけれども、回復期病床はゼロと
なっております。

○当院でも、「回復期病床」に近いものを持っているということで、２７８床の
「急性期病床」の中から４４床、「地域包括ケア病床」の運用を開始しており
ます。恐らく地域での、回復期系の医療に対する対応を含めて、市として回復
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期に入っていくというふうに考えてやっております。

○もう少し小さくみていきますと、江別市の周辺を考えますと、石狩管内という
ことなんですけれども、当別町とか、新篠津村とかも近接しておりますけれど
も、南空知地区として南幌地区とかも近接しておりまして、そのようなところ
の「救急医療」も担わなければいけないというような部分もありますので、あ
る程度、地域を超えた中での「医療連携」ですね、それと、その地域に対する
救急とか、小児、産科などの医療も提供していくというような機能が必要かな

と思って取り組んでおります。
○それからもう少し、もっと小さくみますと、江別市内としてみますと、先程、
説明した「地域包括ケア病床」の運用によって、「回復期」を賄っていく部分
もありますけれども、大きな柱であります、「訪問診療」、「訪問看護」という
ところも必要な部分でありますので、市として、力を入れてやっていくという
ふうに運用しております。

○但し、非常に、今のところ「在宅医療」を行う医療機関が非常に少ない実態で
ありまして、特に、診療所からの距離の制約がありますので、札幌と近接して
いる「大麻地区」は、札幌のそういう資源を使って在宅の治療をできているん
ですけれども、より札幌から離れると、ちょっとうまくいっていないところが
実情としてありますので、そこを、今後、市としてどうやって緩和していける
のか、あるいは、誘導していけるのかというところも考えなければいけないか

なと、思っているところであります。以上です。

＜議事進行・松家議長＞

○はい、ありがとうございました。今の江別市立病院さんの説明で、何かご質問
ございますか。在宅医療の構築、江別市立病院さんの方で何かそういう、要請
するとかそういうような考え方はあるんですか。協力し合って、みんなで作り

合ってというような。

＜富山委員（江別市立病院・院長）＞

○一度、医師会の方にもアンケートとかをしたんですけれども、「今後、在宅診
療に興味がある」というところは、ゼロでした。どうしたものか、というとこ

ろですよね。私たちが全てそのプレイヤーとならなきゃいけないのかどうか、
というのもちょっと疑問もありますし、悩みどころです。

＜議事進行・松家議長＞

○だんだん必要になってくるのですが、地方の中心病院って、そこの都市部によ
って在宅の医師がいないんですか。全く興味ないんですか。これからそれが重

要になると思うんですけれども。
○他に何かご質問ご意見ございますか。なければ、次に、市立千歳市民病院 伊
藤委員、お願いします。

＜伊藤委員（市立千歳市民病院・院長）＞

○市立千歳市民病院の新公立病院改革プランについて、お手元の資料の概要によ

り説明申し上げます。
○当院のプランは、平成２６年に策定しました中期経営計画の改訂版という形で、
平成２６年度から平成３２年度までの計画としております。

○この中で、千歳市の人口は２０２４年にピークを迎えるものと推計しておりま
して、つまり、現在の９万７千人の人口は、２０２５年に向けて少し増えるだ
ろうという計算、というか推計になっております。

○一方、高齢化率は、２０１５年で２０．８％と、低い水準ではありますけれど
も、これから徐々に上がっていって現在の患者数規模は、増大することを想定
しております。

○一方、医療の供給体制はと申しますと、人口当たりの病院数・病床数・医療従
事者数といったものは、全道平均を下回っておりまして、市立千歳市民病院が

果たすべき役割は、これから大きくなっていくというふうに考えております。
○これらのことに鑑みましてですね、新公立病院改革プランで要請されました、
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地域医療構想を踏まえた役割の明確化といたしましては、千歳地域の急性期医

療を担う、特に小児・周産期医療・救急医療に力を注ぐ、ということを強く意
識しております。

○それと同時に、高齢者の増加や回復期病床の不足に対応するために、平成２９
年３月からは、「地域包括ケア病床」の運用を行っております。

○旧改革プランから進めております経営の効率化、それから再編のネットワーク
化、経営形態の見直しにつきましては、市立千歳市民病院が２０２５年を超え

て持続的に地域の健康に貢献できるように、「経営の効率化」ということを特
に重視しております。この数値目標に関しましては、平成２９年度に経常収支
比率が目標１００．３％に対して決算では９９．８％、医業収支比率は、目標
９４．９％に対して９３．９％。また、病床利用率は、目標８５．５％に対し
て、77．2％と達成できなかったんですけれども、今年度、平成３０年度の
病床利用率は前年度を上回る数字で推移しておりますので、何とか、目標を達

成して地域住民に安心していただきたいと思っています。
○再編ネットワーク化、経営形態の見直しにつきましては、今のところ具体的な
計画はございません。以上です。

＜議事進行・松家議長＞

○只今の市立千歳市民病院の説明で、率直な御意見はございますか。

今のところ経営の収支に関しては何とかなっていると。先程、市立札幌病院は
１億円の赤字と出てましたけれども。市立千歳市民病院は何とかなっているの
でしょうか。

＜伊藤委員（市立千歳市民病院・院長）＞

○何とかなっております。

＜議事進行・松家議長＞

○他にご意見ございませんか。なければ、議題の（３）札幌圏域地域医療構想推
進シートについて、事務局から説明をお願いします。

３ 札幌圏域地域医療構想推進シートについて

○資料３－１「札幌圏域地域医療構想推進シート（素案）についての意見聴取等
の結果について」

資料３－２「札幌圏域地域医療構想推進シート（案）について」
資料３－３「札幌圏域地域医療構想推進シート（案）〈見消版〉について」
資料３－４「部会報告」

＜上記資料により、石狩振興局保健環境部 大原部長、及び同保健行政室富
井企画主幹兼企画係長より説明。＞

＜議事進行・松家議長＞

○ありがとうございました。
○それではですね、推進シート、これについてご質問ご意見ございますでしょう

か。ここで議論したものが圏域の推進シートになりますけれども。皆様の意見
を元にして作ってあるとのことです。このままでよろしいでしょうか。

○皆様の合意があったということで、これに沿って、事務局で推進管理を進めて
いただきたいと思います。

○それでは、次の議事（４）その他について、何かございますでしょうか。＜事
務局から「なし」＞

○ないようですので、第２部に移りたいと思います。２部は、「非公開」となっ
ておりますので、報道・傍聴の皆様は退出願います。


